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平
成
20
年
度
当
初
予
算

　平成２０年度一般会計と特別

会計の当初予算が、第１回定例

議会で可決されました。

　今年度は、合併後５年を経過

し、新しい基本計画（後期基本

計画）に基づく予算編成を行い

ました。

　平成１９年度当初予算が骨格

予算編成であった関係で、一般

会計を始め、ほとんどの特別会計が前年度との比較において増額となっ

ていますが、制度の発足によって新しく特別会計を設置することになっ

た『後期高齢者医療特別会計』に移行する『老人保健医療特別会計』他

２特別会計は減額となっています。それぞれの会計ごとの予算額につい

ては下の表をご覧ください。

　編成にあたっては、①財政調整基金（貯金）残高の維持、②地方債（長

期借入金）残高の減額、③実質単年度収支の黒字化、④企業会計繰出金

の削減、⑤後期高齢者医療特別会計の新設を基本方針として、それぞれ

の会計の予算を編成しました。

６
年
目
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

６
年
目
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

平成20年度一般会計・特別会計当初予算

一 般 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介 護 サ ー ビ ス 特 別 会 計

球磨郡障害認定審査事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

上 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 特 別 会 計

合　　　　　　計

90億3,004万4千円

1億2,883万4千円

22億7,995万1千円

1億9,880万1千円

1億5,769万9千円

14億566万4千円

3,517万1千円

1,851万3千円

7億38万5千円

10億6,736万2千円

6,240万円

7,887万7千円

151億6,370万1千円

81億979万7千円

1億2,339万円

21億6,500万円

19億3,100万円

－

13億5,726万円

3,424万8千円

2,235万2千円

3億5,816万4千円

7億4,433万7千円

5,170万円

8,521万7千円

149億8,246万5千円

9億2,024万7千円

544万4千円

1億1,495万1千円

△17億3,219万9千円

1億5,769万9千円

4,840万4千円

92万3千円

△383万9千円

3億4,222万1千円

3億2,302万5千円

1,070万円

△634万円

1億8,123万6千円

11 . 3

4 . 4

5 . 3

△89 . 7

－

3 . 6

2 . 7

△17 . 2

95 . 5

43 . 4

20 . 7

△7 . 4

1 . 2

会　　計　　名
平 成 2 0 年 度
当 初 予 算 額

平 成 1 9 年 度
当 初 予 算 額 増減額 増減率（％）

比　　　　較�

※水道事業特別会計については、歳出額を記載しています。
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税収については、前年度との比較において、個人

住民税が約２ , ９００万円の減収、法人税約８００

万円の増収、固定資産税約１ , １００万円の増収、

市町村たばこ税１ , ９００万円の減収を見込み、全

体で約２ , ９００万円の税収減となる見込みです。

歳入の主体をなす地方交付税は、国の地方財政

計画に基づいた推計値により計上していますが、

地方再生対策費の導入等が計画されているため、

流動的な要素を含んでいます。

国庫支出金については、保育所運営費や障がい者

福祉費に対する負担金が約３ , １００万円の増、道

路改良や公営住宅建設に係る補助金が約１億１００

万円の増などが増減の主なものです。

県支出金では、後期高齢者医療の保険基盤安定に

対する国・県の拠出金約４ , １００万円が平成２０

年度から新設されました。また、林道費補助金

約１ , ４００万円の増や参議院や県議会議員選挙の

委託金約１ , ５００万円の減などが増減の主なもの

です。

財産収入では、町有林から伐出する素材生産収入が、

対前年度比で約１,３００万円減収となる見込みです。

財政調整基金からの繰入金は対前年度比１億円の

増となっていますが、歳出側で約１億７００万円

を積み立てるため、基金残高は７００万円の増額

となる見込みです。

分担金負担金、使用
料手数料、財産収入

（3.2％）
2 億 9,103 万円

地方譲与税、地方消費
税交付金、ゴルフ場利
用税など（4.3％）
3 億 9,200 万円

県支出金（7.1％）
6 億 4,251 万円

国庫支出金（5.8％）
5 億 2,167 万円

歳入
計90億3,004 万円

諸収入（0.6％）
5,106 万円

繰越金（2.2％）
2 億円

自主財源 (19.6％)
17 億 6,437 万円

平成２０年度当初予算目的別歳入の状況

一般会計の歳入（収入）と歳出（支出）の概要について説明します。

平成２０年度

一般会計当初予算総額　９０億３,００４万円
平成２０年度

一般会計当初予算総額　９０億３,００４万円
平成２０年度

一般会計当初予算総額　９０億３,００４万円

町税（12.4％）
11 億 1,616 万円
町民税・固定資産税、
市町村たばこ税など

繰入金（1.2％）
1 億 612 万円
基金繰入金など

地方交付税（53.2％）
48 億 809 万円

依存財源 (80.4％)
72 億 6,567 万円

地方債（10.0％）
9 億 140 万円

　歳入予算の目的別内訳は円グラフをご覧ください。前年度との比較等、特に
説明する内容は次のとおりです。

歳　入
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繰越金は平成 19 年度からの繰越額を２億円と見込

み、対前年度比４ ,000 万円の増となっています。

諸収入については、特定健診制度が平成 20 年度か

ら導入されることになったため、総合健診個人負

担金が対前年度比で約３ ,300 万円の減収となって

いますが、このうち、約２ ,400 万円は国民健康保

険特別会計の歳入に計上しています。

主に社会資本や生活基盤の整備に要する事業
費の財源となる地方債については、対前年度比

で約５億１ ,400 万円の増となっています。平成 19

年度は骨格予算のため、当初予算に計上した地方

債は臨時財政対策債（普通交付税の振替措置分）

のみでしたが、平成 20 年度はこれに加え、農業基

盤整備事業関連約５,600万円、林道整備１,200

万円、町道整備約１億７ ,300 万円、公営住宅建設

約２ ,500 万円、消防施設整備約２ ,400 万円と公立

多良木病院の改築に係るあさぎり町の負担金分約

２億４ ,600 万円を計上しています。なお、平成 20

年度に借り入れ予定の地方債総額は９億 140 万円

ですが、償還する元金額は約 15 億 700 万円を見込

んでいますので、年間では償還額が新規借入額を

約６億円上回ることになり、平成 20 年度末の地方

債残高は平成 19 年度末より約６億円の減となる見

込みです。

　 議 会 費

　議会の運営に必要な費用　１億１，０９４万円

　 総 務 費

　地方バス運行等特別対策補助金　１，４００万円

　人吉球磨広域行政組合運営費及び企画費負担金

　　　　　　　　　　　　　　　２，３５７万円

　庁内パソコン更新費　　　　　　　６９３万円

　町議会議員一般選挙費　　　　１，０２１万円

　財政調整基金積立金　　　１億　　７０９万円

　 消 防 費

　上球磨消防組合負担金　　２億６ , ７４８万円

　上球磨消防組合指令中央システム負担金　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　７３７万円

　非常備消防費　　　　　　　　６ , ６８７万円

　消防施設費　　　　　　　　　３ , ２５８万円

　 公 債 費

　地方債償還元金　　　　１５億　７１１万円

　地方債償還利子　　　　　１億９,５３８万円

総務費（11.6％）
10 億 5,203 万円　　　
総務管理、税務、住民基
本台帳、統計調査費など

災害復旧費（0.0％）
2 万円

消防費（4.3％）
3 億 8,778 万円

教育費（6.9％）
6 億 2,202 万円
小・中学校、生涯学習、
文化財、保健体育費など

土木費（8.1％）
7 億 3,393 万円
土木管理、道路橋りょう、
住宅、下水道費など

商工観光費（1.3％）
1 億 1,301 万円
商工、観光、定住促進費など

農林水産業費（7.2％）
6 億 5,083 万円
農業、林業、水産業費
など

平成20年度当初予算目的別歳出の状況

注． 単位が万円となっていますので、予算総額は万円未満を四捨五入して調整しています。

歳　出

歳出予算の目的別内訳はグラフをご覧ください。主な内容については次のとおりです。

公債費（18.9％）
17 億 619 万円

衛生費（10.7％）
9 億 6,913 万円
保健衛生、清掃費など

民生費（29.7％）
26 億 7,616 万円
社会福祉、児童福祉費など

予備費（0.1％）
800 万円

議会費（1.2％）
1 億 1,094 万円

歳出計90億3,004 万円
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　 民 生 費

社会福祉協議会運営費補助金　　５，０３７万円

福祉乗合タクシー補助金　　　　　　７８０万円

シルバーエイト負担金　　　　　２，０５７万円

後期高齢者広域連合負担金　１億７，６６３万円

敬老年金　　　　　　　　　　　１，３２５万円

老人施設入所措置費　　　　　　６，２０６万円

重度心身障がい者医療費助成事業費

　　　　　　　　　　　　　　　３，０００万円

身体障がい者更生医療給付費　　１，２００万円

身体障がい者等福祉年金給付事業費

　　　　　　　　　　　　　　　　　５０５万円

障がい介護給付費　　　　　１億６，８００万円

特別会計繰出金（国保・老人・後期高齢者医療・介護・障害認定）

　　　　　　　　　　　　　４億４，４２７万円

社会福祉施設費　　　　　　１億１，４２４万円

出生祝金　　　　　　　　　　　　　７５０万円

放課後児童健全育成事業委託料　　　６８２万円

私立保育所運営費負担金　　６億５，２２３万円

児童手当　　　　　　　　　１億４，５５４万円

子ども医療費給付金　　　　　　５，４６１万円

公立保育所運営費　　　　　３億３，８４７万円

救護施設費　　　　　　　　１億９，２６９万円

　 衛 生 費

公立多良木病院改築事業負担金

　　　　　　　　　　　　　２億４，６３０万円

公立多良木病院運営費負担金

　　　　　　　　　　　　　　　１，３０５万円

ごみ収集業務委託料　　　　　　１，９４３万円

浄化槽設置整備事業補助金　　　１，７９０万円

人吉球磨広域行政組合葬祭場費及びごみ・し尿処理費負担金

　　　　　　　　　　　　　２億３，３９６万円

集団健診委託料　　　　　　　　２，２７５万円

簡易水道事業特別会計繰出金

　　　　　　　　　　　　　２億４，７９３万円

　 農 林 水 産 業 費

農業共済掛金補助　　　　　　　１，１２０万円

中山間地域等直接支払交付金　　９，１２２万円

宮原地区ため池等整備事業負担金　　７１２万円

川辺川土地改良事業組合負担金　１，２８３万円

県営担い手育成基盤整備事業負担金　３，１７６万円

県営担い手事業農林公庫資金償還補助金　５，０４４万円

県営担い手事業農林公庫資金償還金　１，２２４万円

中くま地区中山間地域総合整備事業負担金　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　７５０万円

清願寺ダム防災事業負担金　　　１，８７５万円

熊本県農地・水・環境保全協議会負担金　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　１，２４９万円

造林委託料　　　　　　　　　　１，４０８万円

素材生産委託料　　　　　　　　１，５２２万円

林道新設改良費　　　　　　　　３，４００万円

　 商 工 観 光 費

　町商工会補助金　　　　　　　　１，１８４万円

　ふるさと振興社助成金　　　　　　　６３８万円

　合併市町村地域資源活用事業補助金　５００万円

　 土 木 費

　道路維持費　　　　　　　　　　３，５９４万円

　道路改良費　　　　　　　　２億８，５６０万円

　住宅建設費　　　　　　　　　　６，８３８万円

　下水道事業特別会計繰出金　２億９，３１７万円

　 教 育 費

　外国青年報酬　　　　　　　　　１，０９２万円

　特別支援教育支援員報酬　　　　　　７２２万円

　小学校管理費　　　　　　　１億４，４５８万円

　中学校管理費　　　　　　　１億１，８３１万円

　公民館費　　　　　　　　　　　１，８２９万円

　須恵文化ホール運営費　　　　　１，６２２万円

　町体育協会補助金　　　　　　　　　５００万円

　学校給食センター運営費　　　　９，３１１万円
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真
紀
（
環
境
整
備
課
建
設
班
）

　

政
策
推
進
班

　
　
　

恒
松
倉
基
（
総
務
課
総
務
班
）

　
　
　

中
神
啓
介
（
総
務
課
総
合
企
画
班
）

　
　
　

桑
原
直
人
（
県
庁
派
遣
）

　
　
　

蓑
田
敏
郎
（
県
庁
派
遣
）

　
　
　

那
須
琴
美
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
）

　

地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
　

入
舟
卓
雄
（
総
合
企
画
班
長
）

　
　
　

竹
下
正
男
（
雇
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

　
　
　

坂
本
有
吾
（
雇
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

【
税
務
課
】

　

課
長

　
　
　

田
原
穂
積
（
上
第
一
保
育
所
長
）

　
　
　

深
水
光
伸
（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

　
　
　

中
竹
健
次
（
教
育
課
学
校
教
育
班
）

　
　
　

那
須
照
正
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
）

　
　
　

田
山
勇
一
（
産
業
振
興
課
林
業
振
興
班
）

　
　
　

岩
水
昭
憲
（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

　
　
　

山
口　

満
（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

【
町
民
課
】

　
　
　

尾
方
信
子
（
教
育
課
学
校
教
育
班
）

　
　
　

大
藪
哲
夫
（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

【
健
康
福
祉
課
】

　

福
祉
班

　
　
　

石
川
富
貴
子
（
環
境
整
備
課
環
境
保
全
班
）

　
　
　

橋
本
英
樹
（
税
務
課
）

　

保
育
所
班

　
　
　

福
岡　

実
（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　

上
第
一
保
育
所

　
　
　

鶴
田
は
る
み
（
岡
原
保
育
所
）

　
　
　

金
森
淳
子
（
須
恵
保
育
所
）

　

上
第
二
保
育
所

　
　
　

高
田
富
美
代
（
岡
原
保
育
所
）

　

岡
原
保
育
所

　
　
　

山
冨
美
代
子
（
上
第
二
保
育
所
）

　
　
　

光
永
さ
わ
（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　

須
恵
保
育
所

　
　
　

跡
部
恵
美
子
（
上
第
一
保
育
所
）

　

障
害
者
認
定
審
査
会

　
　
　

門
田
千
鶴
（
健
康
福
祉
課
高
齢
総
合
班
）

　

高
齢
総
合
班

　
　
　

蓑
毛
勝
則
（
産
業
振
興
課
林
業
振
興
班
長
）

　
　
　

甲
斐
真
也
（
総
務
課
財
務
広
報
班
）

　
　
　

塚
本
浩
史
（
総
務
課
総
合
企
画
班
）

　
　
　

福
本
一
博
（
税
務
課
）

　
　
　

皆
越
千
恵
美
（
総
務
課
財
務
広
報
班
）

　

健
康
づ
く
り
班

　
　
　

山
下
久
美
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
長
）

　
　
　

高
山
文
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

恒
松
み
ゆ
き
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

上
村
素
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

尾
方
三
津
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

和
泉
厚
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

吉
田
酉
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

向
坂
香
織
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

松
本
治
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

森　

智
香
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

濱
本
世
津
江
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

竪
野
洋
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
班
）

　
　
　

丸
尾
律
子
（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
班
）

　
　
　

岡
田
哲
郎
（
教
育
課
社
会
教
育
班
）

　
　
　

片
山
美
佳
（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
班
）

　
　
　

冨
永
史
彦
（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
班
）

　

救
護
施
設
班

　
　
　

川
嶋
愛
子
（
税
務
課
）

　
　
　

森
田
愛
由
美
（
上
第
二
保
育
所
）

　
　
　

森　

博
彦
（
教
育
課
社
会
教
育
班
）　

　
　
　

深
水
昌
彦
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
）

　
　
　

平
木
多
美
（
環
境
整
備
課
環
境
保
全
班
）

【
産
業
振
興
課
】

　

課
長

　
　
　

加
藤　

弘
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

　

農
業
振
興
班

　
　
　

田
口　

直
（
環
境
整
備
課
建
設
班
）

　
　
　

万
江
幸
一
朗
（
総
務
課
総
務
班
）

　
　
　

溝
口
久
志
（
総
務
課
総
務
班
）

　
　
　

相
良
裕
二
（
環
境
整
備
課
下
水
道
班
）

　
　
　

濟
木　

綾
（
総
務
課
総
務
班
）

　
　
　

豊
永
亜
紀
（
教
育
課
学
校
教
育
班
）

　

林
業
振
興
班

　
　
　

蓑
田
博
光
（
深
田
支
所
長
）

　
　
　

出
田　

茂
（
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
班
）

　
　
　

原
口
恵
介
（
健
康
福
祉
課
福
祉
班
）

　

商
工
観
光
班

　
　
　

北
口
俊
朗
（
総
務
課
総
合
企
画
班
）

　
　
　

山
口
宏
子
（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　
　
　

山
冨
功
一
（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　
　
　

荒
木
修
治
（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

【
環
境
整
備
課
】

　

課
長

　
　
　

石
川　

孝
（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
班
長
）

　

建
設
班

　
　
　

上
渕
幸
一
（
総
務
課
上
支
所
）

　
　
　

溝
口
美
和
子
（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　
　
　

那
須
正
吾
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
）

　
　
　

谷
口
修
平
（
健
康
福
祉
課
高
齢
総
合
班
）

　
　
　

岡
部
太
郎
（
県
庁
派
遣
）

　

環
境
保
全
班

　
　
　

中
村
幸
徳
（
環
境
整
備
課
建
設
班
長
）

　
　
　

石
原
美
智
代
（
教
育
課
学
校
教
育
班
）

　
　
　

早
川　

幹
（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

　

水
道
班

　
　
　

小
田
敏
宏
（
税
務
課
）

　
　
　

那
須
貴
仁
（
環
境
整
備
課
建
設
班
）

　
　
　

栃
原
秀
利
（
健
康
福
祉
課
福
祉
班
）

　

下
水
道
班

　
　
　

久
保
田
利
己
（
岡
原
保
育
所
長
）

　
　
　

荒
川
誠
一
（
総
務
課
財
務
広
報
班
）

　
　
　

税
木
亜
紀
（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
班
）

　
　
　

福
田
哲
朗
（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

【
会
計
課
】

　

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　

川
嶋
正
輝
（
教
育
課
長
）

　
　
　

森
光
俊
之
（
教
育
課
学
校
教
育
班
）
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４
月
１
日
ポ
ッ
ポ
ー
館
で
、
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
異
動
の
あ
っ
た
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

（　

）
内
は
転
入
者
は
前
任
校
、
転
出
者
は
転
任
校
で
す
。

　

上
小
学
校

＊
転
入
＊

森
元
祐
二　
　

（
深
田
小
）
校
長

山
本
五
十
平　

（
五
木
東
小
）
教
頭

立
山
貴
志　
　

（
二
浦
小
）

山
崎
三
華　
　

（
八
代
養
護
）

那
須
司
保
美　

講
師

権
頭
こ
ず
え　

講
師

倉
元
留
美　
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　

皆
越
分
校

石
原　

謙　
　

（
岡
原
小
）

別
府
尚
美　
　

講
師

＊
転
出
＊

鈴
居
兼
之　
　

（
河
俣
小
）
校
長

木
下
幸
弘　
　

（
人
吉
一
中
）
教
頭

中
村
文
代　
　

（
大
畑
小
）

井
口
克
也　
　

（
植
柳
小
）

　

皆
越
分
校

荒
木
淳
司　
　

（
一
武
小
）

　

上
中
学
校

＊
転
入
＊

横
瀬
知
節　
　

（
山
田
小
）
校
長

松
下
尚
寛　
　

（
菊
池
北
中
）

福
田
玉
美　
　

（
教
良
木
小
）
養
護
教
諭

＊
転
出
＊

友
尻
憲
秀　
　

（
人
吉
三
中
）
校
長

増
村
由
美　
　

（
人
吉
二
中
）

寺
田　

梓　
　

（
田
浦
中
）
養
護
教
諭

　

免
田
小
学
校

＊
転
入
＊

志
満
和
夫　
　

（
西
瀬
小
）
校
長

久
保
田
誠
也　

（
五
木
東
小
）

吉
村
ま
す
み　

（
西
瀬
小
）

上
田
圭
恵　
　

新
規
採
用

松
本
千
帆　
　

講
師

竹
本　

葵　
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

＊
転
出
＊

藤
本
誠
一　
　

（
相
良
中
）
校
長

赤
池
美
重
子　

（
一
武
小
）

福
田
弘
幸　
　

（
木
上
小
）

那
須
真
一
郎　

（
黒
肥
地
小
）

　

免
田
中
学
校

＊
転
入
＊

渕
上
一
博　
　

（
多
良
木
小
）
教
頭

宮
原
博
文　
　

（
人
吉
二
中
）

豊
永
恵
美　
　

（
須
恵
中
）

兒
玉
宏
章　
　

（
人
吉
一
中
）

有
村
佳
子　
　

（
湯
前
中
）

澤
渡
優
子　
　

講
師

師
井
啓
竹　
　

講
師

＊
転
出
＊

伊
勢
啓
史
朗　

（
人
吉
二
中
）
教
頭

松
本
正
運　
　

（
錦
中
）

田
中
慎
二　
　

（
人
吉
三
中
）

樋
脇
正
幸　
　

（
水
上
中
）

千
馬
聡
子　
　

（
宮
内
小
）

寶
生
絵
美　
　

退
職

　

岡
原
小
学
校

＊
転
入
＊

井
下
秀
久　
　

（
木
上
小
）
教
頭

榮　

啓
一
郎　

（
相
良
北
小
）

入
舟
美
保　
　

（
湯
前
小
）

石
井
好
江　
　

事
務
職
員

小
場
佐
可
奈
子　

講
師

淵
田
理
英
子　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

＊
転
出
＊

鵜
口
み
ど
り　

（
湯
前
小
）
教
頭

石
原　

謙　
　

（
上
小
皆
越
分
校
）

　

岡
原
中
学
校

＊
転
入
＊

山
口
美
可　
　

（
多
良
木
中
）

江
藤
未
来　
　

講
師

國
元
あ
ゆ
美　

事
務
職
員

＊
転
出
＊

濱
崎
明
美　
　

（
湯
前
中
）　

酒
井
有
香　
　

（
豊
福
小
）

　

須
恵
小
学
校

＊
転
入
＊

山
川
高
久　
　

（
泉
第
八
小
）
校
長

本
岩
な
み
子　

（
万
江
小
）
教
頭

山
村
志
津
代　

（
相
良
北
小
）

丸
山
三
智
子　

養
護
助
教
諭

和
泉
祥
江　
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

＊
転
出
＊

藤
田
礼
子　
　

（
深
田
小
）
校
長

桑
原
広
治　
　

（
中
原
小
）
教
頭

金
山
則
子　
　

（
多
良
木
小
）

　

須
恵
中
学
校

＊
転
入
＊

小
川
良
平　
　

（
球
磨
中
）

＊
転
出
＊

豊
永
恵
美　
　

（
免
田
中
）

　

深
田
小
学
校

＊
転
入
＊

藤
田
礼
子　
　

（
須
恵
小
）
校
長

浅
生
一
美　
　

講
師

＊
転
出
＊

森
元
祐
二　
　

（
上
小
）
校
長

　

深
田
中
学
校

＊
転
入
＊

立
山
拓
治　
　

（
湯
前
中
）

志
牟
田　

靖　

（
錦
中
）

日
隠　

聡　
　

講
師

立
場
裕
代　
　

事
務
職
員

＊
転
出
＊

那
須
純
生　
　

（
人
吉
一
中
）

松
崎
玲
子　
　

（
玉
陵
中
）

坂
口
由
貴　
　

（
木
上
小
）
主
任
事
務
職
員

あ
り
が
と
う 

は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う 

は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う 

は
じ
め
ま
し
て
先
生

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

　

事
務
局
長

　
　
　

濱
田
定
武
（
環
境
整
備
課
長
）

　
　
　

土
肥
さ
お
り
（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

【
教
育
委
員
会
】

　

課
長

　
　
　

小
見
田
文
男
（
総
務
課
総
務
班
長
）

　

学
校
教
育
班

　
　
　

尾
方
維
孝
（
環
境
整
備
課
環
境
保
全
班
長
）

　
　
　

寺
本
律
子
（
岡
原
支
所
）　
　
　

　
　
　

林　

敬
一
（
総
務
課
総
務
班
）

　
　
　

栃
原
由
美
（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

　
　
　

上
田
公
子
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　
　
　

田
中
智
子
（
総
務
課
総
合
企
画
班
）

　
　
　

田
山
美
幸
（
健
康
福
祉
課
高
齢
総
合
班
）

　

社
会
教
育
班

　
　
　

岩
崎　

誠
（
環
境
整
備
課
建
設
班
）

　
　
　

米
谷
隆
広
（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

　
　
　

大
門
輝
樹
（
産
業
振
興
課
林
業
振
興
班
）

【
派
遣
】

　

球
磨
郡
介
護
認
定
審
査
会
事
務
局

　
　
　

神
田
利
久
（
健
康
福
祉
課
高
齢
総
合
班
）

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　

松
本
良
一
（
町
民
課
）
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３
月
31
日
付
け
で
10
人
の
職
員

が
退
職
し
ま
し
た
。
（
写
真
左
か
ら

中
村
全
良
さ
ん
、
岩
崎
渥
子
さ
ん
、

赤
坂　

大
さ
ん
、
鬼
塚
宗
子
さ
ん
、

桑
原
誠
吾
さ
ん
、
小
山
瑠
美
子
さ
ん
、

斉
藤
幸
寛
さ
ん
、
永
尾
幸
子
さ
ん
、

久
保
田
幸
一
さ
ん
、
鬼
塚
武
博
さ
ん
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

新
副
町
長
に
徳
永
正
勝
氏
就
任

 

３
月
定
例
議
会
で
、
徳
永
正
勝

氏
の
副
町
長
選
任
が
同
意
さ
れ
、

４
月
１
日
よ
り
就
任
し
ま
し
た
。

財団法人伝統芸能活性化国民協会表彰

表彰状を手にする桑原保存会会長と記念品を手にする
保存会会員の桑原雄一郎さん

町
職
員
10
人
が
退
職

　

庄
屋
臼
太
鼓
踊
り
保
存
会
が
、
平
成
19
年
度
財
団
法
人
伝
統

芸
能
活
性
化
国
民
協
会
表
彰
を
受
賞
し
、
伝
達
式
が
３
月
17
日

熊
本
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
に
は
同
保
存
会
の
桑
原
国
昭
会
長
と
主
取
代
表
の
田

山
元
見
さ
ん
が
出
席
さ
れ
、
柿
塚
純
男
県
教
育
長
か
ら
表
彰
状

と
同
協
会
理
事
長
を
務
め
る
平
山
郁
夫
画
伯
の
陶
版
画
が
記
念

品
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
に
貢
献
し
た
個
人
・
団

体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
全
国
で
23
の
個
人
・
団
体
が

表
彰
さ
れ
、
熊
本
県
内
で
は
唯
一
庄
屋
臼
太
鼓
踊
り
保
存
会
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
保
存
会
の
桑
原
会
長
は
「
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
う
れ

し
い
。
今
後
も
地
区

全
体
で
楽
し
く
継
承

し
て
い
き
た
い
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ま ちの 話題
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３
月
20
日
の
春
分
の
日
に
、
相
良
三

十
三
観
音
春
の
一
斉
開
帳
と
谷
水
薬
師

大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
、
宮
原
観
音
、
秋
時
観
音
、

内
山
観
音
、
覚
井
観
音
、
植
深
田
観
音
、

永
峰
観
音
、
上
手
観
音
の
７
体
の
観
音

様
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
安
産
や
祈
願
成

就
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
、

多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
、
地
元
の
方
々

に
よ
る
お
茶
立
て
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
谷
水
薬
師
大
祭
も

行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
健
康
祈
願
に
多
く

の
参
拝
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
に
春
を
告
げ
る
ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
の
オ
ー
プ
ン
と
白
髪
岳
の
山
開
き
が
、
３
月
22
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
行
わ
れ
て
い
た
さ
く
ら
祭
り
で
は
な
く
、
ビ

ハ
公
園
春
の
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
３

月
22
日
か
ら
４
月
６
日
ま
で
行
い
、
春
の
ス
ケ
ッ
チ

大
会
や
マ
ス
釣
り
池
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
キ
ャ
ン
プ
場
利

用
料
金
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
３
月
20
日
に
は

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
（
木
登
り
）
体
験
も
あ
り
、
春
を
満
喫

し
に
多
く
の
来
園
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

あさぎりニュースあさぎりニュース

ビハ公園キャンプ場・白髪岳山開き

　

皆
越
地
区
住
民
な
ど
で
構
成
す
る
『
皆

越
を
彩
る
会
』（
黒
木
祐
二
代
表
）
が
２

月
24
日
、
皆
越
公
民
分
館
周
辺
に
モ
ミ

ジ
や
桜
の
苗
木
約
90
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
公
民
分
館
や
皆
越

白
髪
神
社
周
辺
に
季
節
季
節
の
花
や
木

を
植
え
彩
り
を
も
た
せ
よ
う
と
行
わ
れ
、

『
熊
本
県
ふ
る
さ
と
の
四
季
を
彩
る
森
づ

く
り
事
業
』
の
補
助
金
を
受
け
、
地
元
住

民
は
も
と
よ
り
皆
越
地
区
出
身
者
や
上

小
学
校
緑
の
少
年
団
、
白
髪
岳
を
守
る
会

も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

マス釣り

谷水薬師

宮原観音でのお茶立て

山開きテープカット
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Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
あ
さ
ぎ
り

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
あ
さ
ぎ
り

　

３
月
６
日
須
恵
小
学
校
（
藤
田
礼
子

校
長
）
で
、
劇
団
『
笑
う
猫
』
に
よ
る

本
物
の
芸
術
鑑
賞
事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ス
ク
ラ
ッ
プ
』
が

上
演
さ
れ
、
宇
宙
船
コ
ス
モ
号
に
乗
り

宇
宙
か
ら
地
球
を
眺
め
て
地
球
の
未

来
に
つ
い
て
考
え
る
は
ず
が
、
ご
み

だ
ら
け
の
も
う
一
つ
の
地
球
に
漂
着

し
て
と
い
う
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
、
参
加
し
た
須
恵
保

育
所
年
長
組
の
６
人
も
笑
っ
た
り
心

配
し
た
り
と
物
語
の
中
に
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
・
児
童
全
員
で
リ
ズ
ム

を
と
っ
た
り
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
民

族
楽
器
を
使
っ
て
サ
ン
バ
を
演
奏
し

た
り
と
楽
し
み
な
が
ら
の
芸
術
鑑
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
に
、
東
オ
リ
ク
さ
ん
（
竹
野
）

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
同
月
24
日
に
愛

甲
町
長
が
自
宅
を
訪
れ
、
花
束
と
祝
い
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

東
さ
ん
は
明
治
41
年
多
良
木
町
久
米
に

生
ま
れ
、
現
在
も
自
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
な
が
ら
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
亡
く

な
ら
れ
た
ご
主
人
の
菊
雄
さ
ん
も
平
成
16

年
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
夫
婦

共
に
１
０
０
歳
を
超
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
な
く
、
特
に
川
魚

を
好
ん
で
食
べ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
現
在
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
方
々
と
の
交
流
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

植深田観音堂で防火訓練

東オリクさんが１００歳に

　

３
月
２
日
植
深
田
観
音
堂
で
、
地
域
住
民
や
消

防
団
が
参
加
し
て
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会
が
町

内
各
地
の
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
と
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
植
深
田
観
音
堂

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

植
深
田
観
音
堂
主
取
り
代
表
の
溝
邊
一
喜
さ

ん
（
植
の
里
）
が
「
万
が
一
火
災
が
起
き
た
時
の

た
め
に
し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
元
の
宝
で
あ
る
文
化
財
を
大
切
に
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
火
災
発
生
を
想
定

し
た
通
報
訓
練
、
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練
、
地

元
住
民
に
よ
る
消
火
器
操
作
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

花束を手にする東さん

世界の楽器に挑戦中
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３
月
28
日
小
場
佐
猛
さ
ん
（
黒
田
）

が
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
を
訪
れ
、
町
に
金

一
封
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
場
佐
さ
ん
は
元
免
田
町
議
会
議
員

で
、
米
寿
を
機
に
「
町
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
寄
附
金
を
愛
甲
町

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
甲
町
長
は
、「
町
の
事
を
思
っ
て

の
行
為
に
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ

の
寄
附
金
は
ご
芳
志
に
そ
う
よ
う
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

永
年
の
地
方
自
治
功
労
が
認
め
ら

れ
、
故
梅
田
榮
大
さ
ん
（
永
山
）
が
旭

日
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
、
伝
達
式
が

３
月
19
日
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

梅
田
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
に
元
上

村
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成

７
年
ま
で
の
３
期
12
年
に
わ
た
り
地

域
の
発
展
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
に
は
、
夫
人
の
フ
サ
子
さ

ん
が
出
席
さ
れ
、
愛
甲
町
長
か
ら
勲

記
と
勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
辺
昭
美
さ
ん
（
大
正
町
）
が
全
国
民

生
児
童
委
員
連
合
会
か
ら
永
年
勤
続
退

任
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
そ
の
伝
達
式
が
、

３
月
６
日
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

川
辺
さ
ん
は
旧
免
田
町
時
代
の
平
成

元
年
か
ら
同
19
年
11
月
ま
で
民
生
児
童

委
員
を
務
め
ら
れ
、
免
田
部
会
長
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
役
員
を
歴
任
。
町
の

福
祉
推
進
に
永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

勲記を受けとるフサ子夫人（写真右）

表彰状を手にする川辺さん（写真右）

小場佐さん（写真右）
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お問い合わせ先

　あさぎり町　総務課　政策推進班

　　　　　　　　　☎４５－１１１１

総合計画『後期基本計画』を策定しました
シリーズ『総合計画』　第１回

　町では、平成２０年３月に、総合計画審議会

における審議を経て、『あさぎり町総合計画後

期基本計画』を策定しました。

　これまで、平成１５年度から２４年度までの

１０年間を期間とする基本構想を策定し、前期

計画として５年間、まちづくりに取り組んでき

たところです。

　しかし、この５年間に地方分権の進展や三位

一体改革等に伴う地方交付税の減額、少子高齢

化のさらなる進展などあさぎり町を取り巻く環

境は大きく変化しています。

　そのような中、町を取り巻く諸課題に対応し、

明るい未来を切り開き、基本構想の実現を図る

ため、平成２０年度から２４年度までの「後期

基本計画」を策定しました。※３年間の事業計画を立て、毎年度見直すこと

総合計画後期基本計画

基本構想
平成１５年度～２４年度

前期基本計画

平成１５年度～１９年度

実 施 計 画

基 本 構 想

基 本 計 画

実 施 計 画

後期基本計画

平成２０年度～２４年度

まちづくりの目標となる将来像
を示したもの

「基本構想」を実現するため、取
り組む施策を示したもの

「基本計画」で示した施策を具体
化した事業計画。３年ローリング※

将来像『若いまち　豊かなまち　そして、夢ふくらむ「あさぎり町」』
基
本
構
想

基
本
目
標

分
野
別
計
画

重
点
戦
略

後
期
基
本
計
画

『あさぎり町総合計画後期基本計画書』を各支所に準備して
いますのでご自由にお取りください。
町のホームページにも掲載していますのでご覧ください。

お 知 ら せ

めざす姿実現のために、特に重点的に取り組む施策を６つの戦略として設定

戦略１：産業再生挑戦戦略

戦略２：健康・生きがい増進戦略

戦略３：安心・安全快適空間強化戦略

戦略４：子育て支援戦略

戦略５：地域の活力創造戦略

戦略６：町政経営改革戦略

基本目標の実現のため、計画期間中に取り組む主要施策

ゆ と り と

魅 力 あ る

農 業 ・ 農

村 を め ざ

して

豊 か な 森

林 資 源 の

活用

快 適 な 商

工 業 環 境

の創出

高 度 な 健

康 福 祉 社

会の構築

快 適 な 生

活 環 境 づ

くり

新 し い 時
代 を 担 う
人 づ く り
と 生 涯 学
習 の 環 境
の充実

交 流 と 連

携 に よ る

地 域 づ く

り

魅力ある
就業空間の創造

魅力ある
生活空間の創造

魅力ある
交流空間の創造
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あ
さ
ぎ
り
町
長　

愛
甲
一
典

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
地
質

　

３
月
の
議
会
で
副
町
長
が
承
認
さ
れ
、
平

成
20
年
度
を
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
と
３

役
揃
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
事
が
で
き
た
事
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
も
課
長
、
班
長
含
め
体
制
を

変
更
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
来
て
い

た
だ
け
る
役
場
、
町
の
状
況
を
で
き
る
だ
け

分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が
ら
進
め
る
役
場

を
目
指
し
、
職
員
一
同
な
お
一
層
の
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
日
、
地
質

に
詳
し
い
人
吉

市
の
原
田
正
史

氏
に
球
磨
・
人

吉
の
地
形
・
地

質
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
目
的
は
、

あ
さ
ぎ
り
町
に

も
っ
と
温
度
の

高
い
温
泉
が
出

る
可
能
性
が
あ

る
の
か
を
知
り

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
、
石
油
の
価
格
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
更
に
価
格
が
高
騰
し
て
い
く

と
、
沸
か
し
湯
の
町
内
温
泉
は
、
燃
料
代
が
増

え
て
温
泉
の
運
営
が
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

原
田
氏
の
話
に
よ
る
と
、
球
磨
・
人
吉
の
盆

地
は
、
２
６
０
万
年
前
は
高
山
よ
り
高
い
所
ま

で
湖
で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
す
。
こ
の
話
を
聞

い
て
、
私
が
子
供
の
頃
、
須
恵
平
山
の
か
な
り

高
い
と
こ
ろ
で
、
寒
蘭
を
探
し
に
行
っ
て
石
と

一
緒
に
貝
殻
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

一
般
に
井
戸
を
１
０
０
㍍
掘
る
ご
と
に
、
水

温
は
約
３
度
上
が
る
そ
う
で
す
。
１，
０
０
０

㍍
掘
る
と
大
体
40
度
く
ら
い
に
な
る
と
い
う

事
で
す
。
ど
こ
で
も
掘
れ
ば
温
泉
が
出
る
か
と

い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
地
下
１，
０
０
０
〜
１，

５
０
０
㍍
の
と
こ
ろ
に
水
が
安
定
し
て
溜
ま
る

（
流
れ
込
む
）
場
所
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

硬
い
岩
盤
が
あ
れ
ば
、
水
が
流
れ
込
む
事
は
で

き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
安
定
し
て
水
が
流
れ
こ
む

た
め
に
は
、
岩
盤
の
割
れ
目
、
つ
ま
り
大
き
な

断
層
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

上
の
薬
師
温
泉
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
も
原
田
氏
が

地
表
の
地
形
か
ら
断
層
が
あ
る
と
予
測
し
、
１，

０
０
０�

の
井
戸
を
堀
り
、
約

41
度
の
源
泉

を
掘
り
当
て
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
浴
槽
に
届

く
ま
で
に

37
〜

38
度
く
ら
い
に
冷
え
る
た
め
、

ボ
イ
ラ
ー
で
加
温
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

岡
原
の
ふ
れ
あ
い
温
泉
温
華
乃
遥
（
お
か
の
は

る
）
の
源
泉
の
温
度
は

27
度
く
ら
い
で
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
さ
ぎ
り
町
で
も
温
泉
が
出
る
可

能
性
が
あ
る
か
と
い
う
事
で
す
が
、
も
っ
と
高

い
温
度
の
温
泉
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
こ
ろ

は
、
今
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
西
側
数
１
０

０�

の
所
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
１，
２
０

０
〜
１，
３
０
０�

の
井
戸
堀
り
は
、
１
億
円

以
上
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
絶
対
に

温
泉
が
出
る
と
確
約
も
で
き
ま
せ
ん
。
薬
師
温

泉
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
も
、
ふ
れ
あ
い
温
泉
温
華

乃
遥
も
、
当
時
の
村
長
は
温
泉
を
掘
り
進
め
る

時
、
温
泉
が
出
る
か
出
な
い
か
と
、
や
せ
る
く

ら
い
心
配
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
気
持
ち
が
よ
く

分
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
免
田
か
ら
上
、

岡
原
方
面
に
か
け
て
黒
土
が
あ
り
、
こ
れ
は
霧

島
か
桜
島
の
火
山
灰
と
い
う
事
で
す
が
、
そ
の

下
に
あ
る
イ
モ
ゴ
は
、
原
田
氏
の
話
に
よ
る
と
、

な
ん
と
喜
界
島
の
大
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
イ
モ
ゴ
に
、
濁
り
水
を
浄
化
す

る
鉱
物
が
含
ま
れ
て
い
て
、
環
境
保
全
に
役
立

つ
可
能
性
の
あ
る
事
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
あ
る
会
社
が
商
品
化
の
研
究
を
進
め
て

お
り
、
今
後
こ
の
イ
モ
ゴ
を
地
域
資
源
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は  

町
長
で
す 

⑦

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル
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健 康 の ペ ー ジ

こころの健康づくりコーナーこころの健康づくりコーナーこころの健康づくりコーナー
　

１
月
26
日
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
、
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
講
座
『
う
つ
予
防

と
地
域
の
支
援
』
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
約
４
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

仙
台
市
立
病
院
神
経
精
神
科
の
粟
田

主
一
先
生
を
講
師
に
、
仙
台
市
に
お
け
る

う
つ
病
患
者
へ
の
取
り
組
み
や
、
う
つ
と

自
殺
の
関
係
、
う
つ
の
症
状
や
治
療
に
つ

い
て
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、「
地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
う
つ
病
を

よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
、
相
談
相
手
な
ど

支
え
に
な
る
人
が
大
切
。
う
つ
病
は
誰
で

も
な
り
う
る
が
、
地
域
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ

ー
ト
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
り
、
治
療
す

れ
ば
治
る
病
気
。
周
囲
が
声
を
か
け
た
り

話
を
聞
く
だ
け
で
も
優
れ
た
ケ
ア
に
な
る
」

と
、
地
域
で
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
『
元
気
の
あ
る
あ
さ
ぎ
り
町
』

を
目
指
し
、
様
々
な
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
心
の
健
康
問
題
を
率

先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
よ
り
『
元
気

の
あ
る
あ
さ
ぎ
り
町
』
に
つ
な
が
る
と
考

え
、
県
の
先
駆
的
モ
デ
ル
事
業
を
受
け
『
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
』
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
の
一
環
で
、
２
月
に
熊
本
学
園
大

学
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
、
町
内
１
０
０
０
人
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、
集
計
後
に

広
報
紙
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　

　

写
真
提
供
：
週
刊
ひ
と
よ
し

第1回　楽しく歩こう会

リュウキンカコース　約 3km
期　　日　平成 20 年 5 月 11 日（日）

集合場所　あさぎり町役場　玄関前

集合時間　午前 8 時

準備する物　帽子、歩きやすい服装・靴、水分など

主　　催　あさぎり町運動普及推進員会

そ の 他　雨天の場合は中止します

毎月１回『楽しく歩こう会』を開催します毎月１回『楽しく歩こう会』を開催します毎月１回『楽しく歩こう会』を開催します

お問い合わせ先　あさぎり町　健康福祉課　健康づくり班　☎45 － 5133

　町民の皆様の健康づくりをお手伝いするため、

毎月1回『楽しく歩こう会』を開催します。

　歩くことは全身筋肉の約70％を使うとされ、

最も手軽にできる運動です。あさぎり町にはウ

ォーキングコースに適した場所がたくさんあ

りますので、私たちの町のいいところをたくさ

ん発見しながら、楽しく歩きましょう。

　参加は自由で、申し込みは不要です。当日直

接会場へお越しくだ

さい。
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　心身障がい者（児）等の福祉の増進に寄与するため、心身障がい者の方がタクシーを利用する際、

その料金の一部を助成する制度があります。

　次の項目に該当される方は、役場に申請され、『福祉タクシー利用券』の交付を受けてください。

対象となる方
　毎年度 4 月 1 日現在で、あさぎり町に居住（住民票のある方、または外国人登録している方）し、

次の各事項に該当される在宅の方に限ります。

１・身体障害者手帳の等級が1級、2級および3級下肢障害（単独判定）の方

２・療育手帳の障害の程度がＡ１およびＡ２の方

３・精神障害者保健福祉手帳の障害者等級１級に該当する方

　熊本県人吉保健所では、これまで県民の方からの依頼を受けて実施してきました水質検査業務を

平成20年３月をもちまして終了しました。

　平成20年４月以降に井戸水等の水質検査を希望される方は、厚生労働大臣の登録を受けた水質検

査機関をご利用いただきますようお願いします。

  また、検査にあたっては、検査料金・持ち込み方法等について、事前に各登録水質検査機関にお問い

合わせください。

　なお、保健所では、従来どおり井戸水等の水質に関するご相談に応じておりますので、今後ともご

利用ください。

県内に検査施設を有する登録水質検査機関

あさぎり町福祉タクシー料金助成事業あさぎり町福祉タクシー料金助成事業あさぎり町福祉タクシー料金助成事業

人吉保健所での『井戸水等水質検査業務』の廃止のお知らせ人吉保健所での『井戸水等水質検査業務』の廃止のお知らせ人吉保健所での『井戸水等水質検査業務』の廃止のお知らせ

申請に必要なもの 上に記載してある手帳　印鑑

年間１人当たり 24 枚。ただし、再交付は行わない。

タクシー利用１回につき基本料金（初乗り料金）の額

・ 中央タクシー

・ たらぎタクシー

・ わけべタクシー

・ むつみ交通

☎ 4 5 - 0 5 3 3

☎ 4 2 - 3 0 3 0

☎ 4 2 - 3 9 3 9

☎ 4 5 - 5 7 2 2

あさぎり町役場健康福祉課福祉班（総合福祉センター内）

および各支所
申請の場所

利用券交付枚数

助成の額

利用できる

タクシー会社

登録水質検査機関名

社団法人 熊本県薬剤師会

株式会社 野田市電子

株式会社 同仁グローカル

株式会社 三計テクノス

ニチゴー九州株式会社

熊本市本荘3－2－19

熊本市世安町335

上益城郡益城町田原2081－25

熊本市御領5－6－53

宇土市北段原町230

096-366-9372
http://www.kumayaku.or.jp/

096-322-0167
http://www.nodaichig.jp/
T2000/T2000.html
096-286-1311
http://www.dojindo.co.jp/
glocal/
096-388-1222
http://www.geocities.jp/
sankeitech/
0964-22-4790
http://www.nichigo-k
yushu.jp/index3.htm

検査施設所在地 電話・インターネットアドレス

＊この他にも県外に検査施設を有する登録水質検査機関もあります。

お問い合わせ先　人吉保健所　衛生環境課　　　　　　☎２２－３１０７
　　　　　　　　熊本県庁　　環境生活部　水環境課　☎0 9 6 －3 3 3 －2 2 7 1

お問い合わせ先　
あさぎり町　健康福祉課
福祉班　☎４５－７２１４
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環 境 の ペ ー ジ

光化学スモッグにご注意ください！光化学スモッグにご注意ください！光化学スモッグにご注意ください！

（QRコード）

お問い合わせ先　　熊本県庁　環境生活部　環境保全課

　　　　　　　　　　　　　　☎　0 9 6 - 3 3 3 - 2 2 6 9

（携帯用QRコード）

　毎年、４月から梅雨入りまでは例年光化学スモッグが発生しやすい時期です。

　熊本県では、大気汚染監視に関して、次の情報提供を行っておりますので、ご活用ください。

その１　観測データーをホームページで一般公開
　ホームページで、県内の光化学スモッグ等の大気汚染データーをリアルタイムで公開しています。

ホームページアドレスは次の通りです(県庁ホームページからもリンクできます)。

　最新の光化学オキシダント濃度（濃度が高くなると光化学スモッグが発生します）がわかります。

携帯からでも確認できます。朝から濃度が0.06ppmを越えていたら要注意です。（原則0.12ppm以上

となったら注意報等が発令されます）

　【パソコン用】

　　http://taiki.pref.kumamoto.jp/kumamoto-taiki/index.htm

　【携帯用】

　　http://taiki.pref.kumamoto.jp/kumamoto-taiki/mobile/index.htm                                      

　　　　　

その２　光化学スモッグ注意報等情報を携帯メールに一斉配信
  光化学スモッグ発令情報等を、登録された携帯電話にメールにより直ちに同時一斉配信します。ぜ

ひとも、光化学スモッグメールに登録し、光化学オキシダント濃度が高い日はメールに注意してくだ

さい。

登録の仕方 　次の（Ⅰ）～（Ⅳ）の手順に従って登録をしてください。

　(Ⅰ ) メールアドレス[sky＠123123.tv]に、配信を希望する携帯電話を使って空

メールを送信してください。　※注意　携帯の設定によってはメールが拒否

されますので、上記アドレスのメールが受信できるよう携帯を事前設定(ド

メイン指定)しておくことが必要です。

　(Ⅱ ) 数分後自動的にメールが返信されますので、文末のURLをクリックしてください。

　(Ⅲ ) 登録画面が表示されますので、必要事項を選択し、登録ボタンを選択してください。

　(Ⅳ ) これで登録完了です。配信メールが来るたびに登録削除・登録内容変更が可能です。

        （登録要領等の詳細はhttp://www.123123.tv でご覧いただけます）

その他

　・配信期間は毎年３月１日～10月31日まで

　・情報のメール受信費用が、１回のメールにつき２円程度の負担となりますのでご了承ください。 

その３　注意報の発令時情報等はテレビ、ラジオでも報道
　県が光化学スモッグ注意報等を発令した場合、テレビ、ラジオでもその情報が報道されます。ホー

ムページの観測データーで光化学オキシダント濃度が高い（原則 0.12ppm 以上となったら注意報が

発令されます）場合は、テレビ、ラジオの報道にご注意ください。

光化学スモッグ注意報等が発令されたら
　１．屋外にはなるべく出ないこと

　２．学校、幼稚園、保育所などではできるだけ屋外の運動を避け、屋内に入ること。

　３．目やのどなどに刺激を感じた人は、洗眼、うがいをすること。

　４．症状が良くならない場合は医療機関に受診すること。



広報あさぎり17

Graduation Ceremony
At Fukada Junior High School

I attended the Graduation 
Ceremony held at Fukada Junior High 
School on the 9th of March. It was the first 
time for me to attend such a ceremony 
outside of Singapore. The impression that I 
got about the ceremony was that it was 
very formal and solemn. I realized that the 
Japanese appreciate ceremonies to be more 
solemn

As it was a time to say goodbye to the 3rd 
graders, everyone was sad and happy at 
the same time. The rain that fell during the 
ceremony seemed to add to the sad 
atmosphere although this event marks a 
new beginning for these students.

Although I have only taught the 3rd 
graders for half a year, I felt myself 
shedding some tears as the 3rd graders 
expressed words of thanks as well as 
sharing of beautiful memories they have of 
the school. This was a touching sight and 
even teachers and parents were seen 
dabbing their eyes with handkerchiefs. 

I will definitely miss these cheerful 
students. As I watched the videos that 
mark their growth from babies to student 
that have successfully graduated from 
junior high school, I could not help but feel 
proud. Congratulations to all of you and to 
your parents!

　　　　　　　　　　　　　　　　　林　萩芸

Hello, everyone!!

深田中学校卒業式

　3 月９日、私は深田中学校の卒業式に出席し

ました。シンガポール以外の国でこのような式

に出席したのは初めてでした。私の印象は「と

ても格式ばった、厳粛な式」でした。日本人は

厳粛な式典を好むということがよく分かりまし

た。

　３年生との別れということで、みんな悲しさ

と嬉しさが入り混じっているようでした。３年

生にとって卒業は新しいスタートでもあります

が、式の途中で降りだした雨で余計に悲しい雰

囲気になりました。

　私が３年生と過ごした時間はわずか半年でし

たが、彼らが感謝の言葉を述べたり、中学校で

の素晴らしい思い出を振り返ったりしているの

を見て、私も涙が出てきました。この感動的な

光景に、先生方も保護者もハンカチで目を覆っ

ておられました。

　元気いっぱいの３年生が学校からいなくなる

と寂しくなります。赤ちゃんの時から中学校を

卒業するまでの彼らの成長を記録したビデオを

見ましたが、彼らを誇りに思わずにはいられま

せんでした。３年生のみなさん、保護者のみな

さん、ご卒業おめでとうございます。

　　　　　　　　　　　　　リム・チョウユン

　　　　　　　　　　　　　（訳：白柿　浩美）
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あさぎり町青年団あさぎり町青年団あさぎり町青年団
あさぎり町青年団の
活動をお届けします

　青年団ではこのような小学生との体験活動にも取り組んでいます。スタッフとしてあなたも参

加してみませんか？興味のある方はぜひ名前を書いて次のアドレスにメールを送ってください。

asa-seinen@silver.plala.or.jp

　３月２日、町内の小学４～６年生約４０人を対象とした体験活動事業「アイススケートを楽

しもう！」（あさぎり町教育委員会主催）にスタッフとして参加しました。青年団は主にバス

の中でのゲーム進行や会場への誘導、スケートリンク内での補助を行いました。とても元気で

スケートの上達も早い小学生に圧倒されながらも、団員も楽しむことができました。例年に比

べ今年の参加者は特に元気が良く、たくさん滑った後にも関わらず帰りの車中も眠ることなく

盛り上がっていました。

　毎年の恒例行事となっており、今後もこのような小学生との体験活動事業への取り組みを続

けていきたいと思います。

子ども好きな人・体験活動大好きな人募集 ! !

平成 20 年度せきれい館自主事業

人形芝居かすぺる
　　　　　　　　人形劇のお知らせ

人形芝居かすぺる
　　　　　　　　人形劇のお知らせ

人形芝居かすぺる
　　　　　　　　人形劇のお知らせ

　九州の真ん中に生まれて 34 年になる人形芝居かすぺるを迎え人形劇を上演します。

今回の演目は『三匹のこぶた』です。さて、どんな劇かは来てのお楽しみ！

※４月23日（水）～５月12日（月）はこどもの読書週間です。

　せきれい館の図書館もご利用ください！

　お問い合わせ先　あさぎり町教育委員会　社会教育班　☎４５－７２２７

日　時　平成20年５月10日（土）

　　　　午後１時30分～２時30分

場　所　あさぎり町深田校区公民館

　　　　「せきれい館」講堂

入場料　２００円（３歳以上）
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あ
さ
ぎ
り
面
白
ば
な
し深

田
小
出
土
の
旧
石
器

33

　

今
回
か
ら
、
あ
さ
ぎ
り
町
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
中
で
、
時
代
の
古
い

も
の
か
ら
順
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

最
初
と
し
て
あ
さ
ぎ
り
町
で
一
番
古
い
、
い

や
熊
本
県
で
人
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
一
番
古
い
資
料
と
い
わ
れ
る
『
深
田
出
土

の
旧
石
器
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　

『
旧
石
器
』
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
日
本
で
は
今
か
ら
１
万
３
千
年
を

さ
か
の
ぼ
る
頃
に
焼
物
の
土
器
、
縄
文
土
器

が
作
り
始
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
前
の
時
代
の
こ
と
を
『
先
土
器

時
代
』
あ
る
い
は
『
旧
石
器
時
代
』
と
も
い

い
、
そ
の
頃
の
人
が
使
用
し
た
石
の
道
具
の

こ
と
を
『
旧
石
器
』
と
い
い
ま
す
。『
深
田

出
土
の
旧
石
器
』
は
そ
れ
ぞ
れ
出
土
地
点
が

違
う
二
点
の
石
器
を
町
指
定
文
化
財(

考
古

資
料)

に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
旧
石
器(

写
真
右)

は
、
長

さ
６
㌢
、
鑿(

の
み)

形
で
黒
色
珪
質
頁
岩

（
こ
く
し
ょ
く
け
い
し
つ
け
つ
が
ん
）
と
い

う
石
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
深
田
小
学
校
裏

の
崖
面
で
見
つ
か
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
熊

本
県
で
最
も
古
い
旧
石
器
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
黒
色
珪
質
頁
岩
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
上
の

中
部
か
ら
湯
前
町
に
か
け
て
の
南
部
山
地
に

産
出
す
る
岩
で
、
人
が
加
工
し
た
こ
の
石
を

人
の
手
に
よ
っ
て
運
ば
な
け
れ
ば
け
っ
し
て

出
土
し
な
い
石
で
す
。
発
見
者
は
、
昭
和

48
年
当
時
、
深
田
小
学
校
６
年
生
だ
っ
た

中
武
修
氏
で
、
深
田
中
学
校
教
頭
の
原
田
正

史
氏(

地
質
学)

に
よ
っ
て
年
代
推
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
代
と
は
、
加
久
藤
溶
結
凝

灰
岩(

約
11
〜
30
万
年)

の
上
位
の
地
層

か
ら
発
見
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

お
よ
そ
10
万
年
前
に
人
の
手
に
よ
っ
て
持

ち
込
ま
れ
た
石
器
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
の
考
古
学
界
で
は
旧
石
器
時
代

を
確
証
し
て
い
る
時
代
は
２
万
５
千
年
前
頃

で
あ
っ
て
、
そ
の
頃
は
間
違
い
な
く
旧
石
器

人
が
生
活
し
た
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
深

田
小
学
校
裏
の
旧
石
器
は
こ
の
一
点
だ
け
の

発
見
で
す
の
で
、
今
後
、
加
久
藤
溶
結
凝
灰

岩
の
上
位
か
ら
出
土
さ
れ
る
旧
石
器
の
発
見

に
よ
っ
て
時
代
が
確
証
さ
れ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

　

も
う
一
点(

写
真
左)

は
、
高
山
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
東
側
の
崖
面
で
、
５
・
５
セ
ン

チ
の
安
山
岩
の
石
片
で
原
田
正
史
氏
に
よ
っ

て
採
取
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
万
年
前
の
石
器

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
責　

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会　

北
川
賢
次
郎

社
協
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ
ぎ

り
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
使
途
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に
添
う
よ
う

慎
重
に
考
慮
し
、
本
町
の
福
祉
向
上
の

た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
20
年
３
月
１
日
〜
３
月
末
日
受

付
分
ま
で
）　
　

※
敬
称
略

校
区　

寄
附
者　
　
　

故
人

岡
原　

杉
下
久
雄　
　

杉
下
ヤ
ス
ノ

免
田　

阿
部
シ
メ　
　

阿
部
則
雄

免
田　

椎
葉
惠
子　
　

椎
葉
盛
夫

免
田　

溝
口
ヤ
ス
エ　

溝
口
幸
一

岡
原　

那
須
英
二　
　

那
須　

昇

岡
原　

那
須
英
二　
　

那
須
ト
ヨ
子

上　
　

酒
井　

敏　
　

酒
井
唯
義

上　
　

高
橋
二
千
夫　

高
橋
フ
サ
子

上　
　

梅
田　

光　
　

梅
田
榮
大

上　
　

川
田
義
信　
　

川
田
梅
子

岡
原　

山
本
智
加
代　

伊
勢　

卅

　
　
　

（
錦
町
在
住
）

一
般
寄
附

免
田　

山
下
完
二

多
良
木
町　

尾
方
羊
助

セ
ン

チ

熊本県で最も古いといわ
れる旧石器（上里遺跡出
土）

高山総合グラウンドの崖
面で見つかった旧石器（高
山運動公園遺跡出土）
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▼
簿
記
講
習
会
受
講
生
募
集

　
　
　
　

平
成
20
年
度
短
期
課
程

▼
国
家
公
務
員
採
用
中
途
採
用
者

選
考
試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）

　

人
事
院
お
よ
び
各
府
省
で
は
、
国
家
公
務
員

中
途
採
用
者
選
考
試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。　

受
験
資
格　

昭
和
43
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
　

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

受
付
予
定
期
間　

平
成
20
年
６
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
７
月
１
日
（
火
）

１
次
選
考
実
施
予
定
日　

平
成
20
年
９
月
７
日
（
日
）

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、
１
４
０
円
分
の

切
手
貼
付
、
あ
て
先
お
よ
び
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

試
験
」
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒
に
、「
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
試
験
」
と
朱
書
き
し
、
お
問
い
合
わ
せ

先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

日  　

時　

　

５
月
８
日
（
木
）
10
日
（
土
）
13
日
（
火
）

　
　
　

15
日
（
木
）
17
日
（
土
）
20
日
（
火
）

　
　
　

22
日
（
木
）
24
日
（
土
）
27
日
（
火
）

　
　
　

29
日
（
木
）

　

６
月
３
日
（
火
）　

７
日
（
土
）

　

火
・
木
…
午
後
７
時
か
ら
９
時

　

土
…
…
…
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

場　
　

所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

受

講

料　

会
員
３，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

一
般
４，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

別
途
テ
キ
ス
ト
代
１，
５
０
０
円

募
集
人
数　

20
人
程
度

内　
　

容　

日
商
簿
記
３
級
合
格
レ
ベ
ル

講　
　

師　

平
山　

豊
（
平
山
税
理
士
事
務
所
）

申
込
期
限　

４
月
30
日
（
水
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　
　

〒
８
１
２-

０
０
１
３

　
　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２-

11-

１

　
　
　
　

☎　

０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji.g
o
.jp

/

▼
無
料
法
律
相
談

日　
　

時　

５
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

  

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場　
　

所　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
人
吉
支
部

　
　
　
　
　
　

人
吉
市
寺
町
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３-

４
８
５
５

相

談

員　

弁
護
士
、
調
停
委
員
、
裁
判
所
お

　
　
　
　
　

よ
び
法
務
局
の
職
員

相
談
内
容　

一
般
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、
金

　
　
　
　
　

銭
問
題
、
交
通
事
故
問
題
等

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

　

タ
ー
（
旧
職
業
訓
練
校
）

　
　
　

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３-

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
２-

２
４
７
５

▼
平
成
21
年
１
月
上
場
会
社
の

　
　

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す

　

株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
株
券
は
無

効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金

融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
電
子
化
に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を

失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子
化
の

実
施
前
ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
証
券
業
協
会

　
　

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
３-

３
６
６
７-

４
５
０
０

　
　

（
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

特別遺族給付金の請求に関する大切なお知らせ特別遺族給付金の請求に関する大切なお知らせ特別遺族給付金の請求に関する大切なお知らせ
石綿による疾病の補償・救済について

　石綿を吸い込んだことにより発症する中皮腫や肺がんなどの疾病は、石綿を吸い込んでから発

症するまでに非常に長い期間がかかることから、労働者の方が仕事で石綿を吸い込み病気になっ

ても、病気の原因が仕事にあったことを、医師も本人も気づきにくかったという状況がありまし

た。

　この結果、労働者の遺族の方の中には、労災保険給付を請求する権利を時効により失っている

方もいます。

　このようなことから、平成18年3月27日に『石綿による健康被害の救済に関する法律』（以下

『石綿救済法』といいます）が施行され、平成13年3月26日以前に石綿による疾病を発症し、死

亡した労働者の遺族で、労災保険法の遺族補償給付を受ける権利が時効により消滅した方に対し

ては特別遺族給付金が支給されています。

　この特別遺族給付金は、石綿救済法施行後3年以内に請求しなければならず、平成21年3月27

日が請求期限となっており、それ以降は請求することができませんのでご注意ください。

　お心当たりのある方は、早急に次のお問い合わせ先までご連絡ください。

お問い合わせ先
　　　　特別遺族給付金や労災保険制度については

熊本労働局（☎096－211－1701）または
人吉労働基準監督署（☎22－5151）へ　　

　　　　これらの対象とならない方への救済給付については
独立行政法人環境再生保全機構（☎０１２０－３８９－９３１）まで
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次
の
日
程
で
献
血
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
20
月
５
月
13
日
（
火
）

場　

所　

サ
ン
ロ
ー
ド
免
田
店

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
ま
で

　
　
　
　

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
２
０
０
㎖
献
血
は
実
施
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

▼ 試
験
日　
　

８
月
22
日(

金)

会　

場　
　

熊
本
県
立
大
学

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲
食
店
や

　

給
食
施
設
等
で
２
年
以
上
の
調
理
実
務
経
験

　

の
あ
る
方

願
書
受
付　

６
月
９
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
13
日(

金)

ま
で

願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推

　

進
課
等

提
出
先　
　

熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
↓
県
保

　

健
所
、
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

平
成
20
年
度
調
理
師
試
験

▼

　

一
般
市
民
の
方
に
九
州
山
地
の
森
林
や
樹
木
、

森
林
動
物
な
ど
の
生
態
的
特
徴
や
、
森
と
水
の

係
わ
り
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
本

講
座
で
は
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
と
演

習
林
内
で
の
実
習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

講

座

名　

 

『
九
州
山
地
の
森
を
知
ろ
う
』

開

催

日　

   

平
成
20
年
５
月
24
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜 

25
日
（
日
）

実
施
会
場　
　

九
州
大
学
宮
崎
演
習
林
（
宮
崎

　

県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
大
河
内
）

募
集
対
象
者　

 

高
校
生
以
上

募
集
人
員　

  

20
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合

　

は
、
初
参
加
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
し
ま
す
）

募
集
締
切　
　

平
成
20
年
５
月
８
日
（
木
）

必
要
経
費　
　

１
人
宿
泊
料
・
食
事
代
・
保
険

　

料
等　

４，
０
０
０
円
程
度

　
協　
　

賛　
　

高
橋
酒
造
株
式
会
社

そ

の

他　
　

２
日
間
講
座
を
受
け
ら
れ
た
方

　

に
は
、
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
実
習
で
は
山
を
散
策
し
ま
す
の
で
、

　

ス
ニ
ー
カ
ー
・
雨
具
・
軍
手
・
帽
子 

等
を

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法　
　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
・
性
別
を
ご
記
入
の
う
え

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
九
州
大
学

公
開
講
座
の
参
加
者
募
集

▼

　

幹
部
自
衛
官
採
用
試
験
（
一
般
・
技
術
・
歯
科
・

薬
剤
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

一
般
・
技
術

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
22
歳
未
満
の
方

は
大
学
卒
及
び
見
込
み
を
含
む
）

修
士
学
位
取
得
者
は
28
才

歯
科
・
薬
剤

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方
（
専
門
の
大
学
卒

及
び
見
込
み
を
含
む
）

薬
剤
科
は
、
26
歳
未
満
の
方
（
薬
学
修
士
学

位
取
得
者
は
、
28
歳
未
満
）

受
付
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日（
火
）

　

〜
５
月
12
日（
月
）
※
締
切
日
必
着

試
験
期
日

１
次 

平
成
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年
５
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
５
月
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日
（
日
）
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日（
日
）
は
、
海
上
・
航
空
の
飛
行
要
員
の
み

試
験
場
所

１
次
試
験
受
付
時
に
連
絡
し
ま
す

自
衛
官
一
般

　
　

幹
部
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生
募
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先
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５月
皐月
さ つ き

　旧暦 5 月を皐月（さつき）と呼び、この月は田植えをする月であることから『早
苗月（さなへつき）』と言っていたのが短くなったものです。また『皐月』は花の
名前にもなっており、他にも『菖蒲月（あやめづき）』の別名もあります。
　なお、旧暦の５月は新暦では 6 月から 7 月にあたり、梅雨の季節であり、五月雨

（さみだれ）とは梅雨の別名で、五月晴れ（さつきばれ）とは本来は梅雨の晴れ間
のことです。
　欧米での呼び名である May はローマ神話で豊穣を司る女神マイア (Maia) の名に
ちなむといわれています。

☆誕生石－エメラルド 
☆星　座－牡牛座（４月20日～５月21日）、双子座（５月22日～６月20日）
☆誕生花－カーネーション、スズラン、ショウブ

本 庁 舎 �

総務課・総務班 45-1111
総務課・政策推進班 45-1111
地域再生プロジェクトチーム 45-1111
総務課・財務広報班 45-7211
税務課　　　　 45-7212
町民課　　　　 45-7213
会計課　　　　 45-7224
教育委員会・学校教育班 45-7226
教育委員会・社会教育班 45-7227
　　　  （体育振興担当） 45-7228

東 庁 舎 �

環境整備課・建設班 45-7221

環境整備課・水道班 45-7222

環境整備課・下水道班 45-7223

環境整備課・環境保全班 45-7217

産業振興課・農業振興班 45-7218

産業振興課・林業振興班 45-7219

産業振興課・商工観光班 45-7220

農業委員会　　　 45-7225

総合福祉センター�

健康福祉課・福祉班 45-7214

健康福祉課・高齢総合班 45-7215

健康福祉課・地域包括支援センター 45-7231

健康福祉課・健康づくり班 45-7216

健康福祉課・健康づくり班 45-5133

球磨郡障害者認定審査会 45-3920

各 支 所 等 �

議会事務局　　 47-0312

上支所　　　　 47-0311

岡原支所　　　 45-2222

須恵支所　　　 45-1121

深田支所　　　 45-1133

健康福祉課・救護施設班 45-6668

社会福祉協議会 49-4505

(土・日・祝祭日の支所への電話は、役場本庁舎へ転送されます）

(町のホームページでも検索できます）

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認ください。

５ 月 休 日 在 宅 当 番 医

水 道 当 番 店
上 地 区 免 田 地 区 岡 原 地 区 須 恵 地 区 深 田 地 区

５月６日～
　　　10日
５月11日～
　　　17日
５月18日～
　　　24日
５月25日～
　　　31日

４月27日～
　 ５月３日

白崎商店 
　　　　45-0966

松岡建設 
　　　　47-0419

松岡建設 
　　　　47-0419

㈱球磨設備 
　　　　45-2885

㈱球磨設備 
　　　　45-2885

橋本ポンプ店 
　　　　45-0678
蓑田電設工業 
　　　　45-3094

㈱尾前電気設備あさぎり支店
　　　　43-1182

㈱尾前電気設備あさぎり支店
　　　　43-1182

(有) 皆越電気工業 
　　　　45-1493

(有) 皆越電気工業 
　　　　45-1493

(株) 岩昭電機
　　　　45-5773

高田電気水道工事商会 
　　　　45-0822

高田電気水道工事商会 
　　　　45-0822

(有) 竹本水道設備  
　　　　45-1700
高尾建設 
　　　　45-0328

(有) 竹本水道設備  
　　　　45-1700
高尾建設 
　　　　45-0328

高尾建設 
　　　　45-0328

坂本電気商会 
　　　　45-0550

坂本電気商会 
　　　　45-0550

谷川電気商会  
　　　　45-4024
(株) 恒松組 
　　　　45-4384
谷川電気商会  
　　　　45-4024
(株) 恒松組 
　　　　45-4384
谷川電気商会  
　　　　45-4024

谷川電気商会  
　　　　45-4024

(株) 恒松組 
　　　　45-4384

橋口建設 (有)  
　　　　45-2770
(有) 橋爪建設 
　　　　45-2467

(有) 竹田工務店
　　　　45-4094
(有) 竹田工務店
　　　　45-4094
(有) 竹田工務店
　　　　45-4094

富永電設 
　　　　45-4949

(株) 栄建設 
　　　　45-0176

期　日 上球磨 中球磨 その他地域 小児科

５月  ３日

渡辺医院（多良木町） 
　　　　　　42-2541

宮原医院（多良木町） 
　　　　　　42-2082

５月  ４日

５月  ４日

５月  ５日

横山医院（多良木町） 
　　　　　　42-2132

５月  ５日

仁田畑クリニック（多良木町） 
　　　　　　42-1123

５月  ６日

井口医院（多良木町） 
　　　　　　42-5570

５月 11 日

東病院（あさぎり町） 
　　　　　　45-5711

５月 18 日

小川整形外科医院（錦町）
　　　　　　38-3455

緒方医院（相良村）
　　　　　　35-0131

小林クリニック（錦町）
　　　　　　38-5670
こんどう整形外科（あさぎり町）
　　　　　　45-6555
増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町）
　　　　　　45-8001
ほづみ皮膚科医院（錦町） 
　　　　　　26-5300
犬童内科胃腸科医院（あさぎり町） 
　　　　　　45-1125

堤病院附属九日町診療所小児科（人吉市） 
　　　　　　22-2251

たかはし小児科内科医院（人吉市） 
　　　　　　24-2222

たかはし小児科内科医院（人吉市） 
　　　　　　24-2222

増田クリニック（人吉市） 
　　　　　　22-3570

やまむら医院（あさぎり町） 
　　　　　　45-0005
人吉総合病院小児科（人吉市） 
　　　　　　22-2191

５月 25 日 高田内科医院（錦町）
　　　　　　38-3677

公立多良木病院（多良木町） 
　　　　　　42-2560
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あさぎり町５月行事予定表
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21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

年金相談日：多良木町役場　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付）

憲法記念日

みどりの日
幸福ホームランメロンオーナー収穫体験
リサイクルの日（岡原）
こどもの日
須恵文化ホール自主文化事業『影絵劇まつぼっくり』新作発表会（13:30～）
ごみ収集は通常どおり
振替休日

母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付）

思春期・子育て相談：免田保健センター（14:00～19:00要予約）
転倒予防深田ＯＢ教室：せきれい館（13:30～）
せきれい館自主事業『人形芝居かすぺる』公演（13:30～）

２００８スポーツフェスティバル：各会場（8:30開会）
リサイクルの日（免田）

転倒予防須恵ＯＢ教室：りんどう館（13:30～）
献血：サンロード免田店（9:30～11:00/12:00～14:00)
転倒予防免田ＯＢ教室：総合福祉センター（13:30～）
無料法律相談：白寿荘（13:00～16:00要予約）
年金相談日：人吉総合病院　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付）

上・免田・岡原中学校体育祭
リサイクルの日（上）
母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付）

転倒予防上ＯＢ教室：白寿荘（9:30～）

育児相談日：免田保健センター（9:30～11:30受付）

無料巡回法律相談：岡原保健センター（13:00～15:00要予約）

農業委員会総会：東庁舎北側会議室（13:30～16:00）
おたっしゃ健診：総合福祉センター（13:00～15:00）

リサイクルの日（須恵・深田）
保育料（５月分）口座振替日
介護保険料（５月分）口座振替日
町営住宅使用料（５月分）口座振替日
上下水道使用料（５月分）口座振替日
固定資産税（第１期）口座振替日
百太郎溝土地改良区費（前期）口座振替日

保育料（５月分）納期限

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

町民課

産業振興課　商工観光班
環境整備課　環境保全班

教育委員会　社会教育班
環境整備課　環境保全班

健康福祉課　健康づくり班

健康福祉課　健康づくり班
健康福祉課　健康づくり班
教育委員会　社会教育班

教育委員会　社会教育班
環境整備課　環境保全班

健康福祉課　健康づくり班
健康福祉課　健康づくり班
健康福祉課　健康づくり班
社会福祉協議会
町民課

教育委員会　学校教育班
環境整備課　環境保全班
健康福祉課　健康づくり班

健康福祉課　健康づくり班

健康福祉課　健康づくり班

社会福祉協議会

農業委員会
町民課

環境整備課　環境保全班
健康福祉課　福祉班
健康福祉課　高齢総合班
環境整備課　建設班
環境整備課　水道班
税務課
税務課

健康福祉課　福祉班

※行事等は、変更になる場合があります。

日 曜日 お問い合わせ先主 な 行 事 予 定 等



　給食センターでは、旬の食材を使った

季節を感じる給食づくりを心がけています。 

　春には竹の子を使った『竹の子ご飯』、

秋には『からいもご飯』など旬にこだわ

ったメニューを毎月とりいれています。

今回は、竹の子ご飯を紹介します。好み

で木の芽などを添えて春の味覚をご堪能

ください。

献立名　竹の子ご飯

材料

(A)

作り方

①　米に麦を加え炊飯する。

②　竹の子は食べやすい大きさに切っておく。

③　干ししいたけは戻して細い千切りにする。

④　鶏肉、人参、油あげは小さめに切っておく。

⑤　油で鶏肉を炒め、竹の子、しいたけ、人参をよく炒める。

油あげも加え、A の調味料を加え調味する。

⑥　炊きあがったご飯に⑤を加え、よく混ぜる。

平成19年
　５月２日の献立
（左下から時計回りに）

・ 竹の子ご飯

・ かしわ餅

・ 魚の蒲焼風

・ なます

・ 牛乳

・ つみれ汁４人分

広
報

あ
さ
ぎ
り

2008　
N
o.61

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http:/
/
w

w
w

.a
sa

g
iri-tow

n.ne
t/

　
　

　
　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

kouhou-soum
u@

tow
n.a

sa
g
iri.lg

.jp
●

発
行

責
任

者
 / あ

さ
ぎ

り
町

長
　

愛
甲

　
一

典

●
担

当
課

 / 熊
本

県
球

磨
郡

あ
さ

ぎ
り

町
役

場
　

総
務

課
　

〒
868-0408 熊

本
県

球
磨

郡
あ

さ
ぎ

り
町

免
田

東
1199番

地
　

T
EL(0

9
6
6
)4

5
-1

1
1
1
(代

)　
4
5
-7

2
1
1
(直

)　
FA

X
4
5
-3

6
6
7

●
印

刷
 /（

有
）

町
田

印
刷

あとのまつり　編集後記

　このたび広報担当になりました。よろしくお願いいたします。

先日、ホームページ更新のために、カメラ片手に初めての取

材に行ってきました。自分の見たもの、感じたものを写真・

文章にして伝えることの難しさに直面。不安いっぱいの出だ

しとなりました。これから「あさぎり町の成長」と「わたし

の成長（？！）」を、広報紙を通してみなさまにお伝えするこ

とになるかと思いますので、今後とも広報あさぎりをよろし

くお願いいたします！　（真）

　３月４月は出会いと別れの季節と言いますが、この度の異

動で広報担当を卒業することになりました。合併前から担当し、

途中別の課に異動しましたが、通算９年あまり広報業務に携

わってきました。たくさんの方との出会いがあり、叱咤激励

されながらこれまで発行できたことを嬉しく思います。皆さ

んの支えがあったからこそ『広報あさぎり』を無事発行する

ことができました。長い間本当にありがとうございました。

また、今後とも新しい『広報あさぎり』をよろしくお願いい

たします。　（千）

　　　　　　（４月１日現在）

総数：17,436 人／世帯数 5,750 戸

　男：8,222 人／女：9,214 人

あさぎり町の人口

　キンポウゲ科リュウキンカ属の多年草であ
る『リュウキンカ』は、あさぎり町の町花で、
昭和４９年に旧免田町の天然記念物に指定され、
町内が自生の南限といわれています。
　例年よりも早く咲き始め、可憐な黄色い花
が希望の春を告げてくれます。
　４月中旬頃満開を迎えます。

あさぎり町の花
『リュウキンカ』が咲きました！

米� 2 合
麦� 5g
竹の子� 100g
干ししいたけ� １枚
油あげ� 1/2 枚
人　参� 1/3 本
鶏　肉� 60g
いため油� 小さじ１

砂　糖� 小さじ１
酢� 小さじ１
こいくち醤油�小さじ１
うすくち醤油�大さじ１
みりん� 小さじ１
塩� 小さじ１


